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新年あけましておめでとうございます。
 令和５年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。新たな希望を
胸に穏やかな新年をお迎えになられたことと存じます。会員の皆様には当所の諸事業に対しまし
て、⽇頃より⼀⽅ならぬご⽀援・ご協⼒を賜り厚くお礼申し上げます。
 昨年 11 ⽉の「臨時議員総会」においてご推挙戴き、第 31 期⿅屋商⼯会議所会頭に再任され、
引き続き重責を担っていくことに⾝の引き締まる思いであります。会員の皆様⽅のご期待に応え
られるよう新体制のもと、全⼒を尽くして参る所存でございますので、何卒よろしくお願い申し
上げます。
 昨年を振り返りますと、発⽣から３年⽬を迎えたコロナ禍により社会経済活動は⼤きく影響を
受け、我々の⽣活様式も⼤きく変わりました。加えて、ロシアのウクライナ侵攻・急速な円安・
資源価格や原材料の⾼騰・⼈⼿不⾜や⼈件費の増加など、中⼩企業や⼩規模事業者を取り巻く経
営環境は、これまで経験したことの無い予断を許さない極めて厳しい１年でありました。
 現状は、コロナ危機からの克服はもとより従前から抱えていた経営課題の解決に加え、新たな
価値観や⽣活様式への変化対応能⼒が問われておりますが、その抜本的な解決への道筋が⾒えな
いため、⼼が折れ事業継続意欲を喪失してしまうことが危惧されております。
 しかし、疲弊を深める中⼩企業がある⼀⽅で、環境変化に対応して事業再構築等に取り組む事
業者には、多くの⽀援策等を設けてビジネスモデルの転換を後押しており、⾏政の経営⽀援の軸
⾜が＜事業の維持から新たな取り組みへ…＞と移って参りました。
 このような中、商⼯会議所の真価が問われる会員事業所の【事業継続と雇⽤の維持】と云う命
題には、経営者に寄り添う伴⾛型の⽀援を通じ経営課題の解決を図ると共に、⼼に元気をお届け
できるように役職員⼀丸となり努めて参ります。
 ⼜、インフラ整備や観光振興をはじめ地域経済活性化への環境づくりを進め『地域社会に貢献
する総合経済団体』として、会員企業並びにふるさと⿅屋のために関係機関と連携を図り＜⼤隅
の経済的⾃⽴と地域活性化＞をめざして参ります。
 ただ、当⾯は⾒えない敵との戦いが続きコロナ終息の⻑期化が予想されますが、会員の皆様か
ら真に頼られる組織で在り続けるために、これからも地域と共に『⾏動して信頼される商⼯会議所』
として、会員の皆様の声を結集して諸事業を推進して参りたいと考えておりますので、本年も⼀
層のご指導・ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
 結びに、新しい年が会員の皆様にとりまして、輝きと⾶躍に満ちた１年となりますことを⼼よ
りお祈り申し上げまして、年頭のごあいさつとさせて戴きます。

いつも台所にはマルイの醤油・味噌
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 新年あけましておめでとうございます。
 2023 年の年頭を迎えるにあたり、 謹んで新年の御挨
拶を申し上げます。
 ⿅屋商⼯会議所会員の皆様におかれましては、⽇頃
から本市の商⼯業振興のみならず、 市政全般にわたり
格段の御⽀援と御協⼒をいただいておりますことに、
⼼から感謝申し上げます。

 さて、昨年は、コロナウイルスの感染拡⼤に加え、
円安や原油価格の⾼騰により、⾷品、⾐料、ガソリン
などの⽣活必需品の値上げが相次ぎ、事業活動や市⺠
⽣活が圧迫され、地域経済に⼤きな影響を及ぼしまし
た。
 九州経済研究所の最新の景況報告によりますと「物
価⾼騰による消費の落ち込みなどが懸念されるが、全
体として回復傾向が続いている」とされており、本年
においても事業者の皆様⽅にとって厳しい経営環境が
続くものと思われますが、幸いなことにイベントも
徐々に再開され、街の賑わいも戻りつつあることから、
今後の経済回復に期待が持たれるところでございま
す。

 また、今年は延期となっていた「燃ゆる感動かごし
ま国体・かごしま⼤会」が 10 ⽉に開催されます。本
市はボートや⾃転⾞など 4 競技の会場となっており、
⼤きな経済効果も⾒込まれますので、⿅屋商⼯会議所
の皆様⽅と⼒を合わせて事業者を⽀援していくこと
で、この厳しい状況を乗り越えていきたいと考えてい
ます。

 昨年の本市における経済対策としましては、売上減
少がみられる事業者を⽀援する 「経営維持⽀援⾦」や
新商品の開発などに必要な設備導⼊経費を⽀援する 

「経営効率化⽀援事業」のほか、消費喚起策として「か
のやプレミアム商品券」を発⾏したところであり、本
年におきましても、 ⾼騰している電気料の負担軽減を
図る「電気料⾼騰対策⽀援事業」の申請受付を、1 ⽉
16 ⽇からスタートさせたところでございます。

 ⿅屋商⼯会議所の皆様には、これら各種事業の周知・
広報や商品券の販売・換⾦業務のほか、新型コロナウ
イルスのワクチン接種会場としてもご協⼒をいただい
ているところであり、改めて御礼を申し上げます。

 今後におきましても、⿅屋商⼯会議所及び関係者の
皆様と⼀体となり、商⼯業の振興と地域活性化に向け
た取組を推進してまいりたいと考えておりますので、
引き続き御⽀援・御協⼒を賜りますようお願いいたし
ます。

 結びに、⿅屋商⼯会議所の益々の御発展と、会員の
皆様のさらなる御健勝と御多幸を⼼から祈念申し上げ
まして、新年の挨拶といたします。

 謹んで新年のお慶びを申し上げます。
 坪⽔徳郎会頭はじめ、⿅屋商⼯会議所の役職員及び会員の
皆様におかれましては、⽇頃から地域の商⼯業者の共同社会
の形成及び社会福祉の向上等に尽⼒されていることに、深く
敬意を表します。また、商⼯業の振興はじめ、県政各般の施
策の推進に、格別の御理解・御協⼒をいただき、厚くお礼申
し上げます。
 このところの県内経済は、持ち直しているところでありま
すが、不安定な海外情勢や急激な円安などの影響で、依然と
して先⾏きが不透明な状況となっております。
 県におきましては、国の総合経済対策等を踏まえ、直⾯す
る物価の⾼騰による影響を緩和するとともに、コロナ禍から
の経済社会活動の回復を確かなものとするため、市町村によ
るプレミアム商品券の発⾏に対する⽀援や飲⾷・特産品等に
使⽤可能な割引クーポンの発⾏、原油・原材料⾼騰等対策特
別資⾦の創設などに取り組んできております。
 今後も、国の施策と連携しながら、これまで補正予算に計
上した各種事業を効果的かつ切れ⽬なく展開することによ
り、原油価格・物価の⾼騰の影響を受けている⽣活者や事業
者の負担軽減に努め、県内経済の早期回復を図ってまいりた
いと考えております。
 また、昨年開催された第１２回全国和⽜能⼒共進会⿅児島
⼤会で和⽜⽇本⼀の栄誉に輝いた⿅児島⿊⽜をはじめ、かご
しま⿊豚、鰹節、⽣産量⽇本⼀のブリ・カンパチ、産出額⽇
本⼀のかごしま茶、蔵元数・銘柄数⽇本⼀の本格焼酎など多
彩で豊富な⾷材を国内外に向け、積極的かつ継続的にＰＲし、
県産品の更なる振興を図ってまいります。
 今年は、７⽉に⾼校⽣による国内最⼤規模の芸術⽂化の
祭典・全国⾼等学校総合⽂化祭「２０２３かごしま総⽂」、
１０⽉に国内最⼤の国⺠スポーツの祭典・国⺠体育⼤会「燃
ゆる感動かごしま国体」、並びに本県初の全国障害者スポー
ツ⼤会「燃ゆる感動かごしま⼤会」が開催されます。これら
の機会に本県を訪れる皆様を⼼のこもったおもてなしでお迎
えし、県⺠の皆様はもとより全国の皆様にとっても思い出に
残る希望に満ちた素晴らしい⼤会となるよう、着実に準備を
進めてまいります。また、この好機を⽣かし、本県の⽂化・
スポーツの更なる振興を図るとともに、⻑引くコロナ禍で落
ち込んだ本県の観光関連産業の回復を確かなものとしてまい
りたいと考えております。
 私としては、第８波を迎えた新型コロナウイルス感染症や
⻑引く物価⾼騰への対応などに最優先で取り組みつつ、本県
の基幹産業である農林⽔産業及び観光関連産業はじめ製造業
など⿅児島の「稼ぐ⼒」の向上、地域や各種産業を⽀える⼈
材育成、結婚・出産・⼦育てしやすい環境の整備や⾼齢者が
健やかで⽣きがいが持てる社会の形成など、「かごしま未来
創造ビジョン」に掲げた各般の施策に積極的に取り組むこと
により、「誰もが安⼼して暮らし、活躍できる⿅児島」を⽬
指してまいりたいと考えております。
 ⿅屋商⼯会議所の皆様におかれましては、今後とも、会員
の皆様の多様で活⼒ある成⻑、更には地域経済の発展のため、
⼀層御尽⼒いただきますよう、お願い申し上げます。
 結びに、⿅屋商⼯会議所の益々の御発展と、会員の皆様の
御多幸、並びに御健勝にて御活躍なさいますことを⼼よりお
祈り申し上げまして、新年の御挨拶といたします。
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 明けましておめでとうございます。
 2023 年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
 私は、昨年 11 ⽉の会頭就任時に「⽇本再⽣・変⾰に挑む」とした所信を表明し、「変⾰の連鎖」
によって⽇本再⽣を成し遂げるために全⾝全霊を傾けることを会員の皆さまに誓いました。また、その後、全国各
ブロックの商⼯会議所の皆さまや都内の中⼩企業経営者と対話する機会を得て、「現場主義」と「双⽅向主義」を継承・
徹底させていかなければならないとの思いを新たにしました。われわれ商⼯会議所は、今年も⼀丸となって事業者
の皆さまの声を適切に政策提⾔や事業活動に⽣かしつつ、地域経済、⽇本経済の発展のために⼒を尽くしてまいり
ます。
 さて、わが国は、過去 20 年以上にわたり物価、賃⾦、⽣産性がほぼ横ばいという停滞が続き、先進諸国に⽐して
相対的に競争⼒は低下しています。さらに、昨年、コロナ禍に加え、ロシアのウクライナ侵攻、世界的なインフレなど、
⼤きな環境変化が次々と押し寄せ、極めて予測困難な状況が続いています。
 本年は、こうした⼤きな環境変化に対応しつつ、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化、社会保障費の拡⼤、財政⾚字、⼈⼿不
⾜、エネルギー問題、さらには加速するデジタル化やグローバル化への対応などの構造的課題にわが国が正⾯から
取り組み、成⻑軌道に戻していくための重要な年になると認識しています。⾜元では、複合的な要因による物価上昇・
円安の影響で中⼩企業は厳しい状況に置かれていますが、われわれ、企業が成⻑の原動⼒であるという当事者意識
を持ち、現実を直視し、果敢に⾃⼰変⾰に挑まなければ、この時代を⽣き抜くことはできません。今こそ、渋沢栄
⼀翁の「逆境の時こそ、⼒を尽くす」という信念に学び、企業経営者が積極的に⾏動を起こしていかなければなり
ません。
 私は、経営者の責務は、経済価値、社会価値、環境価値の三つを同時に追求すること、即ち社会に責任を持ち、
貢献することだと考えています。中⼩企業は、変化に対する柔軟な対応⼒を有しており、経営者と現場の距離も近く、
経営者の理念を共有しやすい⼟壌があります。中⼩企業こそが⾃⼰変⾰と地域貢献・社会貢献の主役であり、⽇商
の会頭として、私が先頭に⽴って⾃⼰変⾰に挑戦する中⼩企業のイノベーション創出と付加価値向上を通じた成⻑
を⽀援、⼤企業と中⼩企業が共存共栄できる社会を⽬指していきたいと考えております。
 ⼀⽅、政府の重要な役割は、企業の挑戦を⽀えるための環境整備にあります。特に「⺠間投資の強⼒な推進」「持
続的に賃上げできる環境整備」「サプライチェーンの強靭化と経済安全保障」「多様な⼈材が活躍できる国づくり」
の四つの対応を政府には求めたいと思います。資源を持たないわが国が持続的に成⻑するためには、競争⼒のある

「科学技術創造⽴国」としての地位の確⽴を⽬指し、成⻑のエンジンとなる新たな産業分野へ投資を強⼒に促進して
いくことが不可⽋です。そのためにも、政府は、新しい資本主義の重点投資４分野における官⺠の適切な役割分担、
リスクシェアリングを図り、企業の成⻑期待を⾼めるとともに、⼗分な規模の政府⽀出、税制、⺠間投資を促す⼤
胆な規制改⾰に取り組んでいただきたいと思います。
 エネルギーに関しては、安定供給の確保とともに、2050 年カーボンニュートラル実現に向け、GX の活⽤や原⼦
⼒を含むエネルギー政策を政府が前⾯に⽴って推進することが求められます。さらに、中⼩企業が賃上げできる環
境整備に向けて、取引価格の適正化、デジタル化の推進等、⽣産性向上への⽀援強化が必要です。⽣産拠点の国内
回帰を含め、多様化する供給網の整備も急務であり、企業の予⾒性を⾼め、⾃由な経済活動を阻害しない経済安全
保障に取り組むべきであると考えます。
 商⼯会議所としては、地域の第⼀線で活躍する会員企業の皆さまと共に、こうした課題や変化をタイムリーに察
知し、商⼯会議所⾃らも変化に対応できる強い⾜腰を鍛え、「中⼩企業のイノベーション創出・成⻑⽀援」「⼤企業
と中⼩企業の共存共栄の実現」「⼈と企業が輝く地域の創造」の 3 本柱の実現に向け、全⼒で取り組んでまいります。
 昨年、⽇本商⼯会議所は 100 周年を迎えました。次の 100 年に向けて、本年が、「⽇本再⽣・変⾰に挑む」ため
の⼒強い⼀歩を踏み出す年となるよう、スピード感をもって実⾏していく組織、志を⾼く、新しい時代を切り拓い
ていく組織を⽬指してまいります。皆さまの⼀層のご⽀援とご協⼒を⼼からお願い申し上げます。
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第３１期 鹿屋商工会議所役員・議員の紹介
（任期：令和４年 11月１日～令和７年 10月 31 日）

会　
　

頭
坪水 徳郎

坪水醸造㈱ 代表取締役
（１号議員）

副
会
頭

専
務
理
事

新屋 浩一
丸紅塵芥清掃㈲ 代表取締役

（１号議員）

宇都 健三郎
㈱宇都電設 代表取締役

（１号議員）

岡本 孝志
㈱岡本産業 代表取締役

（２号議員）

岩元 伸二
鹿屋商工会議所 専務理事

最
高
顧
問

顧　
　

問

参　
　

与
森山　𥙿
衆議院議員

中西　茂
鹿屋市長

花牟礼 薫
鹿屋市議会議長

堀之内 芳平
鹿児島県議会議員

前野 義春
鹿児島県議会議員

常
議
員

北山　勉
㈱きたやま
代表取締役
（２号議員）

久保 健太朗
㈱綜合印刷
代表取締役
（２号議員）

窪田 秀作
㈲寿車輛
代表取締役
（１号議員）

上谷田 浩幸
上谷田建設㈱
代表取締役
（１号議員）

大石 万希生
旭信興産㈱
代表取締役
（１号議員）

門之園 充
㈱南日本銀行鹿屋支店

支店長
（３号議員）

大久保 博文
鹿児島県議会議員

郷原 拓男
鹿児島県議会議員

今薗 正浩
鹿児島興業信用組合
鹿屋支店 支店長
（３号議員）

上山 浩一
㈱ライジング
代表取締役
（１号議員）

天野 純一
㈲天野電装
代表取締役
（２号議員）

風呂井 敬
税理士法人風呂井会計

代表社員
（３号議員）

前田 正博
㈱丸正電器商会
取締役会長
（２号議員）

田中 俊實
㈱ミズホ商会
取締役会長
（２号議員）

中原 浩一
㈱三和グリーン
専務取締役
（２号議員）

西ノ原 文男
西文社印刷㈱
取締役会長
（２号議員）

林　正英
豊明建設㈱
代表取締役
（２号議員）

黒岩 隆一
㈱鹿児島銀行鹿屋支店

支店長
（３号議員）

河野 直正
大海酒造㈱
代表取締役
（３号議員）

児玉 拓隆
小鹿酒造㈱
常務取締役
（３号議員）

砂坂 英樹
九州電力㈱鹿屋営業所

所長
（２号議員）

園田 泰治
㈱園田食品
代表取締役
（２号議員）

齊藤 俊英
アクサ生命保険㈱
鹿児島支社長
（２号議員）
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１
号
議
員 秋元 耕一郎

秋元ガス㈱
代表取締役

伊東　靖
㈱伊東商会
代表取締役

井之上 宏幸
㈲井之上電器
代表取締役

岩元 保幸
ミヨシ建装㈱
代表取締役

宇住庵 忠司
㈱宇住庵設計
代表取締役

井手口 孝
㈲井手口設備設計
代表取締役

棈松 健司
㈱ アベマツ製作所
代表取締役

２
号
議
員 池田 勝尚

旭交通㈱
常務取締役

青山 三郎
青山三郎税理士事務所

所長

鎌田 隆次郎
鹿屋衛生管理センター㈱
代表取締役

鬼丸 京子
はまよし㈱
代表取締役

泉　竜一
㈱九電工鹿屋営業所

所長

梅木 一宏
斉藤建設㈱
代表取締役

黒松 正大
㈱黒松製材建設
代表取締役

３
号
議
員 元日田 和也

㈱宮崎太陽銀行鹿屋支店
支店長

郷原 忠男
株式会社　三井
代表取締役

豊田 喜治
㈱宮崎銀行鹿屋支店

支店長

緒方 太一
鹿児島信用金庫鹿屋支店

支店長

森　克俊
鹿児島交通㈱
取締役

濵田　健
鹿児島相互信用金庫鹿屋支店

支店長

枦木 良一
㈱大興空調システム

取締役

濵松 正明
㈲希（桜観光そよ風）
代表取締役

松下 れい子
㈱松下（ホテル大藏）
代表取締役

津崎 方靖
宝徳技建㈲
取締役

中島 一郎
中島製菓㈱
取締役会長

小園 幸作
㈱園幸
代表取締役

中川原 潤
総合システム管理㈱
代表取締役

宮田 直宜
㈱メモリー不動産
代表取締役

圓田 健作
㈲マルタ建設
代表取締役

森　義斉
㈱さつき苑
代表取締役

山下 雄喜
㈱一六商事西日本

かのやグランドホテル
支配人

山口　誠
㈱セブンプラザ
代表取締役

若藤 英二
㈱ベルキャンバス
代表取締役

水口 拓己
㈱鹿屋寿自動車学校
代表取締役

監　
　

事 内野 文生
内野文生司法書士事務所

所長

嶋田 芳博
王子産業㈱
代表取締役

四元 一右
四元税理士事務所

所長

峯﨑 美千代
㈲フレッシュミネサキ
代表取締役
（２号議員）

村上　潤
カイコー㈱
取締役会長
（２号議員）

常
議
員

～つづき
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西薗 俊和
西薗技術㈱
代表取締役

延時 幸子
㈱鹿鳥食品
代表取締役

濱田　徹
弁護士法人おおすみ法律事務所

代表社員

波平 純一
㈲山内商事
代表取締役

中原 哲史
㈱KAMIMURA
代表取締役

中野 三郎
㈲平成総合サービス
代表取締役

谷川 貴義
㈲タニガワ
代表取締役

徳永 英作
㈱ホンダ販売鹿児島東
代表取締役

鶴丸 秀治
ヒューズ㈲
代表取締役

谷口 献児
㈱空間デザインたにぐち
代表取締役

田上　明
㈲田上商店
代表取締役

鑪　周作
㈱鑪建築設計事務所
代表取締役

松下 和夫
㈲小松（小松食堂）
代表取締役

右田 顕一
㈱美木多植物園
代表取締役

久永 貢一
㈲久永ボデー
代表取締役

藤尾 直人
弁護士法人大隅広域ディフェンダー
藤尾法律事務所
弁護士

別府 浩一
㈱別府商会
代表取締役

北郷　稔
㈲北郷建設
代表取締役

金沢 幸一
㈱カナザワ
代表取締役

上谷田 学
㈲樋渡コーポレーション
代表取締役

久保 拓摩
㈲ａｃ

代表取締役

白坂 勇一
㈱白坂建設
代表取締役

小椋 浩之介
九州化工㈱
代表取締役

落司 ひとみ
㈱TAS かのや
代表取締役

吉留 良一
㈱吉留住設
代表取締役

和田 輝明
三和物産㈱
代表取締役

山下 幸一
㈱南九

代表取締役会長

宮薗 春人
サツマガス工業㈱
代表取締役

皆元 輝彦
㈱倉府食品
取締役営業部長

山下 勝記
㈲山下警備保障
代表取締役

小川　猛
㈱南日本飲料
代表取締役

奥村 勝利
㈲祓川養魚場
代表取締役

岡崎 洋人
㈱新生社印刷
代表取締役

大薗 純広
㈲鹿屋経理センター
代表取締役

大谷 滋之
㈲寿自動車工業
代表取締役

大迫　孝
菓子工房亜ん寿

代表

１
号
議
員

～つづき
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 令和４年秋の叙勲において、当所監事の嶋⽥芳博⽒［王⼦産業㈱代表取締役］が旭⽇
双光章を受章されました。嶋⽥⽒は初の⺠間出⾝の⿅屋市⻑として平成 22 年２⽉から
平成 26 年２⽉まで４年間務められました。在任中に教育⽂化や社会福祉、産業経済の
分野等において尽⼒され、また、⾏政組織の簡素化や効率化、財政改⾰など地⽅⾃治へ
の功労が評されての受章となりました。 ▲嶋⽥ 芳博⽒

 当所常議員の⾵呂井敬⽒［税理⼠法⼈⾵呂井会計：代表社員］と
当所会員の久⽊⽥弘⽒［㈲美顔のクキタ：会⻑］が令和４年⿅屋市
表彰を受賞されました。
 ⾵呂井⽒は⻑年にわたる⿅屋市教育委員会委員⻑を務めた功績等
が評され教育⽂化部⾨において、また、久⽊⽥⽒は⿅屋市本町⼀番
商店街振興組合の理事⻑および⿅屋市商店街連合会会⻑として⻑き
にわたる地域振興への貢献が評され産業経済部⾨においての市⺠表
彰となりました。

▲久⽊⽥ 弘⽒▲⾵呂井 敬⽒

『電球１個から』『電球１個から』

株式会社宇都電設 〒893-0015鹿児島県鹿屋市白崎町18-35
TEL　0994（42）5855　FAX　0994（42）5880
HP　http://utoden.biz/
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40 年以上勤続の部（３名）
事業所 受賞者数

株式会社 ⿅栄電設 １名
豊明建設 株式会社 ２名

35 年勤続の部（４名）
事業所 受賞者数

株式会社 ⼤隅⾦属 １名
株式会社 吉留住設 １名
坪⽔醸造 株式会社 ２名

30 年勤続の部（７名）
事業所 受賞者数

株式会社 ⿅栄電設 １名
有限会社 天野電装 １名
株式会社 モナミ １名
有限会社 北郷建設 ３名
株式会社 宇都電設 １名

25 年勤続の部（８名）
事業所 受賞者数

株式会社 岡本産業 １名
有限会社 東洋測量設計事務所 １名
久保醸造 合名会社 １名
株式会社 吉留住設 １名
株式会社 モナミ １名
有限会社 北郷建設 １名
株式会社 エーアイエー １名
有限会社 アリーナ
菓⼦⼯房ボンヴィヴォン １名

20 年勤続の部（18 名）
事業所 受賞者数

株式会社 別府商会 ２名
有限会社 ⿅屋畜産 ２名
株式会社 ⼤隅⾦属 ３名
株式会社 ⼤隅運輸 １名
株式会社 岡本産業 ２名
久保醸造 合名会社 １名
三和物産 株式会社 １名
有限会社 北郷建設 １名
株式会社 宇都電設 １名
株式会社 エーアイエー １名
⼤海酒造 株式会社 ２名
株式会社 南九 １名

15 年勤続の部（12 名）
事業所 受賞者数

株式会社 ⿅栄電設 １名
株式会社 ⼤隅運輸 １名
株式会社 吉留住設 ２名
株式会社 ⻄⽇本浄化サービス ２名
有限会社 すずらん薬局 １名
有限会社 北郷建設 ２名
株式会社 エーアイエー １名
⼤海酒造 株式会社 １名
有限会社 ⼤姶良運送 １名

10 年勤続の部（18 名）
事業所 受賞者数

株式会社 ⿅栄電設 ３名
有限会社 美顔のクキタ １名
豊明建設 株式会社 １名
株式会社 岡本産業 ２名
久保醸造 合名会社 １名
株式会社 ⻄⽇本浄化サービス ２名
有限会社 北郷建設 １名
はまよし 株式会社 ２名
有限会社 ⼤姶良運送 １名
株式会社 南九 １名
株式会社 メディケア １名
株式会社 伊東商会 １名
はるしま整形外科クリニック １名
５年勤続の部（19 名）

事業所 受賞者数
株式会社 ⿅栄電設 １名
株式会社 ⼤隅⾦属 １名
株式会社 ⼤隅運輸 １名
株式会社 岡本産業 ３名
久保醸造 合名会社 １名
株式会社 ⻄⽇本浄化サービス １名
株式会社 三和グリーン １名
有限会社 ⼤姶良運送 １名
株式会社 南九 ７名
有限会社 アリーナ
菓⼦⼯房ボンヴィヴォン １名

株式会社 伊東商会 １名

この度は誠におめでとうございます！今後より⼀層のご活躍をご祈念申し上げます。

令和４年度永年勤続優良従業員表彰式勤続年数別事業所一覧
事業所名受付順

令和４年度永年勤続優良従業員表彰式
29 事業所 89 名が受賞

地元企業に永年勤続された従業員の⽅々を対象とし、功績を讃え、激励するとと
もに、勤労意欲の向上を図るべく、去る令和４年１１⽉１５⽇ ( ⽕ ) に、当所にて「令
和４年度永年勤続優良従業員表彰式」が開催されました。当所坪⽔徳郎会頭及び
中⻄茂⿅屋市⻑より、２９事業所、８９名の受賞者の⽅々に表彰状と記念品が授
与され、また、衆議院議員の森⼭𥙿⽒、⿅屋労働基準監督署の⽥代義広署⻑、⿅
屋公共職業安定所の和⽥茂所⻑より祝辞を賜りました。

 受賞者を代表して有限会社アリーナ 
菓⼦⼯房ボンヴィヴォンの天野夏希さん
が、「今⽇まで⼤過なく勤められましたの
も、偏に社⻑をはじめ、上司・同僚ほか、
関係諸⽒のご指導・ご援助の賜物と感謝
の念に堪えません。今後は、本⽇のこの感激を忘れることなく、更に会
社の期待に添うよう仕事に励み、与えられた職務遂⾏のため、より⼀層
精励する所存でございます。」と謝辞を述べられました。

5 年勤続の部 19 名
10 年勤続の部 18 名
15 年勤続の部 12 名
20 年勤続の部 18 名
25 年勤続の部 8 名
30 年勤続の部 7 名
35 年勤続の部 4 名
40 年以上勤続の部 3 名
合計 89 名

令和４年度表彰者数
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 令和５年１⽉４⽇（⽔）ホテルさつき苑にて、各種団体連絡協議会主催
による『令和５年賀詞交歓会』が 3 年ぶりに開催されました。今回は、⼤
隅地域の事業所、団体、⾏政関係者などより 68 団体の 273 名の⽅が参加
されました。
 各種団体連絡協議会⽥中俊實会⻑のあいさつをはじめ、森⼭𥙿衆議院議
員らが祝辞を述べられました。その後、恒例の鏡開きが⾏われ、坪⽔徳郎
⿅屋商⼯会議所会頭の発声で乾杯し開演。参加者らは新年の挨拶を交わし、
親睦を深めていました。

▲鏡開きの様⼦

 ⾼校、⼤学等への⼊学時・在学中にかかる費⽤を対象とした公的な融資制度です。

 詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター
 【☎ 0570-008656（ナビダイヤル）または ☎（03）5321-8656】までお問い合わせください。

【ご 融 資 額】お⼦さま１⼈あたり 350 万円以内（※⾃宅外通学など⼀定の要件に該当する場合は 450 万円以内）
【⾦ 利】年 1.95％ 固定⾦利

※ 「⺟⼦家庭」、「⽗⼦家庭」、「交通遺児家庭」、「世帯年収 200 万円（所得 132 万円）
以内の⽅」または「⼦ども３⼈以上の世帯かつ世帯年収 500 万円（所得 356 万円）
以内の⽅」は年 1.55％（令和 4 年 12 ⽉ 1 ⽇現在）

【ご返済期間】18 年以内
【お使いみち】 ⼊学⾦、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷⾦ ･ 家賃など
【ご返済⽅法】毎⽉元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保 証】（公財）教育資⾦融資保証基⾦（連帯保証⼈による保証も可能）
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小規模事業者持続化補助金（一般型）
第 11 回公募受付中！

◎　事業の目的
 ⼩規模事業者持続化補助⾦は、⼩規模事業者および⼀定要件を満たす特定⾮営利活動法⼈（以下「⼩
規模事業者等」という。）が今後複数年にわたり相次いで直⾯する制度変更等に対応するため、⼩規模事
業者等が取り組む販路開拓等の取組の経費の⼀部を補助することにより、地域の雇⽤や産業を⽀える⼩
規模事業者等の⽣産性向上と持続的発展を図ることを⽬的とします。
 本補助⾦事業は、⼩規模事業者⾃らが作成した持続的な経営に向けた経営計画に基づく、地道な販路
開拓等の取組（例：新たな市場への参⼊に向けた売り⽅の⼯夫や新たな顧客層の獲得に向けた商品の改良・
開発等）や、地道な販路開拓等と併せて⾏う業務効率化（⽣産性向上）の取組を⽀援するため、それに
要する経費の⼀部を補助するものです。 ※詳細については、必ず公募要領でご確認ください。

◎　申請方法
郵送 ( 締切⽇当⽇の消印有効 ) または電⼦申請 ( 当⽇の 23 時 59 分まで受付 )

◎　補助対象経費
機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展⽰会等出展費（オンラインによる展⽰会・商談会等を含む）、
旅費、開発費、資料購⼊費、雑役務費、借料、設備処分費、委託・外注費
※⾃社の投資内容が、補助対象経費に該当するか否かは、公募要領にて必ずご確認下さい。

◎　申請受付締切（令和４年度公募分／令和元年度補正予算・令和３年度補正予算）
⼀般型  第 11 回⽬申請受付締切：令和５年２⽉ 20 ⽇（⽉） ※郵送の場合は当⽇消印有効
                             ※電⼦申請の場合は 23:59 迄受付
            ◆事業⽀援計画書（様式４）発⾏の受付締切は、原則令和５年２⽉ 13 ⽇（⽉）まで

◎　ホームページ（公募要領・申請書式はこちらよりダウンロードしてください）
⼀般型（商⼯会議所地区の⽅）     https://r3.jizokukahojokin.info/

◎　事業支援計画書（様式 4）の発行について（申請に必須ですが発行に一定の時間を要します）
当所は、⽀援状況に応じて、申請添付書類である「⼀般型：事業⽀援計画書（様式４）」を発⾏します。計画書を含
む申請書類の確認作業を⾏う為、発⾏には⼀定の時間を要しますので、事業⽀援計画書（様式４）発⾏の受付締切
⽇までに余裕を持った⽇程に、申請に必要な書類を添えて、当所へご提出ください。詳しくは当所振興課まで事前
にご連絡下さい。

◎　補助金額の上限・補助率

類型 通常枠 特別枠
賃⾦引上げ枠 卒業枠 後継者⽀援枠 創業枠 インボイス枠

補助率 2/3 2/3
（⾚字事業者は3/4） 2/3

補助上限 50 万円 200 万円 100 万円

◎　お問合せ先
〇⼀般型補助⾦事務局〔商⼯会議所地区の⽅〕 TEL：０３−６６３２−１５０２
   〔受付時間…⼟・⽇・祝⽇を除く平⽇の 9：00 〜 12：00、13：00 〜 17：00〕
〇当所 振興課     TEL：０９９４−４２−３１３５
   〔受付時間…⼟・⽇・祝⽇を除く平⽇の 8：30 〜 12：00、13：00 〜 17：30〕

◎　補助対象者
本補助⾦の対象となる事業者は、⽇本国内に所在する⼩規模事業者等である「会社および会社に準ずる
営利法⼈」、「個⼈事業主」、「⼀定の要件を満たした特定⾮営利活動法⼈」です。
※⼩規模事業者とは…
商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）       ▶ 常時使⽤する従業員の数 … ５⼈以下
サービス業のうち宿泊業・娯楽業及び製造業その他   ▶ 常時使⽤する従業員の数 … ２０⼈以下
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近年、コロナ禍により企業間取引や営業⼿法が⼤きく変わるなかで、どのよ
うに商談を⾏っていくのか？商談にはテクニックとコツがあります。
 これまで様々な業種で営業を経験し、トップセールスの実績を有する講師が
商談のコツとそのノウハウを伝授いたします。

※当⽇は、新型コロナウイルス感染症対策を⾏った上で
 セミナーを開催致します。

【商談⼒向上セミナー 】
【⽇  時】 令和 5 年１⽉ 26 ⽇（⽊）13 時 30 分〜
【会  場】 ⿅屋商⼯会議所 会議室
【講  師】 ⽜⽊ 章太 ⽒
【受 講 料】 無料
【申込⽅法】 ホームページより申込書をダウンロードの上、
   FAX ⼜はお電話にてお申込みください。

【お問合せ先】 当所 振興課まで
     TEL:0994-42-3135 FAX:0994-40-3015

受講
　無料

講師：⽜⽊ 章太 ⽒
講師プロフィール
バイクの買取営業や広告の
⾶び込み営業でトップセー
ルスの実績をもつ。
営業教材販売代理店では５
年かけて代理店で⽇本⼀を
達成している。

近年、商⼯業者を取り巻く経営環境が⼤きく変わるなかで、⾃社の現状はど
うか？理想とする会社の姿とマッチしているのか？ギャップがあるのか？その
原因は何なのか？経営を分析し、理想とする経営を⾏うための事業計画の策定
を学びます。
 今回の 2 ⽇間にわたるセミナーでは、数多くの⽀援実績のある講師を招き、
分析・計画作成までのノウハウを学んでいただきます。

※当⽇は、新型コロナウイルス感染症対策を⾏った上で
 セミナーを開催致します。

【申込⽅法】 同封しておりますチラシの受講申込書に必要事項を
      ご記⼊の上、FAX ⼜はお電話にてお申込みください。

【お問合せ先】 当所 振興課まで
     TEL:0994-42-3135 FAX:0994-40-3015

講師：⼆宮 佳代 ⽒
講師プロフィール
広告代理店での経験を活か
し、広告・販促プロデュー
サーとして年間 300 件以上
の売上・集客に悩む企業の
⽀援を⾏う。
中⼩企業診断⼠

【事業計画策定セミナー 】
【⽇  時】 令和５年１⽉ 31 ⽇（⽕）
      13 時 30 分〜

【会  場】 ⿅屋商⼯会議所 会議室
【受 講 料】 無料

【経営分析セミナー 】
【⽇  時】 令和５年１⽉ 30 ⽇（⽉）
      13 時 30 分〜

【会  場】 ⿅屋商⼯会議所 会議室
【受 講 料】 無料
どちらか１⽇でも受講 OK ！
セミナー後個別相談も受け付けています！

受講料無料
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 令和５年 10 ⽉１⽇より、いよいよ適格請求書等保存⽅式いわゆる『インボイス制度』がスタートします。『イ
ンボイス制度』の導⼊が発表されてから、当所会報やセミナー、税務署からのお知らせや各種メディア等にて度々
⽬にする機会があった制度ですが、改めてどのような制度なのか、いくつかポイントをまとめてみました。

Ｑ１ そもそもどんな制度？
Ａ１ 『インボイス制度』とは、消費税を⽀払っている課税事業者が、取引の際に適格請求書（インボイス）と
呼ばれる⼀定の要件を満たした請求書を受け取った場合にのみ、売上にかかる消費税から仕⼊にかかった消費税
を差し引いて計算する、いわゆる仕⼊税額控除を⾏うことができる制度です。

Ｑ２ 免税事業者（事業者として消費税を納めていない）であれば関係ないの？
Ａ２ 売上に影響が出る可能性があります。
インボイスを発⾏できるのは課税事業者のみであるため、現状のままだと下記のようなケースが想定されます
  ○建設業： 下請けで仕事を⾏っているが、インボイスの発⾏ができず元請けの消費税の負担が増えるため仕

事が受注できなくなる可能性があります。
  ○飲⾷店： インボイスが発⾏できないため、インボイスが必要な会社負担による送別会や懇親会での利⽤が

なくなる可能性があります。
※上記のほかにも、様々な業種に影響が出る可能性があります。

Ｑ３ 登録申請はどこでやればいいの？
Ａ３ e-tax や郵送、税務署窓⼝にて⾏うことができます。令和５年
10 ⽉１⽇の開始に間に合わせるには、令和５年３⽉ 31 ⽇までに登録
が必要です。
制度の詳細につきましては国税庁ホームページや同封の⼩冊⼦にてご
確認いただけます。
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 令和４年 12 ⽉ 20 ⽇（⽕）、中⼩企業診断⼠で Ideal Works 代表取締役の井⼿美由樹⽒を
講師に招き、「中⼩・零細企業のためのデジタル化⼊⾨講座〜 DX の初めの⼀歩〜（制度改
正等の課題解決環境整備事業）」を開催しました。
 まず、「ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル機器の導⼊にとどまらず、
ビジネスモデルの変化をもたらすもの」との説明があり、デジタル化に未着⼿の状態からＤ

Ｘまでの取組みについて段階を踏んだ丁寧
な解説がありました。続いて、デジタル⽤
語の基礎知識やＤＸの導⼊事例、ＩＴ導⼊
補助⾦をはじめとする⽀援施策等について
具体的な説明があり、受講者は熱⼼に聴き
⼊っていました。
 受講者からは「ＤＸはハードルが⾼いと
感じていたが、今⽇の講座の話を聞いて、
できるところから取り組んでいきたいと思
う」との意⾒も聞かれ、満⾜度の⾼いセミ
ナーとなりました。

▲  熱⼼に学ぶ受講者

▲ ラッピングの実演をする講師

 令和４年 12 ⽉９⽇（⾦）に、包遊の代表である五
味栄⾥⽒を講師に招き、ラッピングセミナー「楽し
く実⽤的！ビジネスラッピング」を開催しました。
セミナーの中では、基本となる「斜め包み」をはじ
めとしたラッピング⽅法や、マチ袋の作り⽅やリボ
ンの使い⽅等についての説明が⾏われました。受講
者は楽しく学び、実務に⽣かせる技術を⾝に着けた
様⼦でした。

税理士事務所での無料税務相談を実施しています！

※詳しくはパソコン・スマホで　　南九州税理士会　　を検索・クリック！
　ホームページをご覧下さい。
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商工会議所ＬＯＢＯ（早期景気観測）―2022年12月調査結果―
業況DIはコスト上昇に感染拡大が重なり悪化

　全産業合計の業況DI は、▲ 18.4 と、前月比で 2.0 ポイント悪化。
　製造業では、部品等の供給制約の一部緩和に加え、企業の堅調な設備投資需要に
牽引され、業況が改善した。また、卸売業でも、製造業向けの原材料・部品等の引
き合いが増加し、改善した。一方、建設業では資材・燃料価格の高騰に加え、人手
不足による受注機会の損失で業況が悪化した。また、小売業・サービス業では、物
価高に感染拡大が重なり、消費マインドが一段と低下し、業況が悪化した。経済活
動が正常化に向かう一方、原材料・エネルギー価格の高騰や人件費の増加等、コス
ト負担増は継続している。増加するコストに見合う十分な価格転嫁も行えていない
中、感染拡大も重なり、中小企業の業況は悪化に転じた。
　先行き見通しDI は▲ 23.8 と、今月比で 5.4 ポイント悪化する見通し。全国旅行
支援の継続による観光需要の回復や、年末年始商戦を契機とした個人消費拡大への期待感が伺える一方、感染拡大による消
費マインドのさらなる低下を危惧する声が聞かれた。引き続き、エネルギー価格の高騰によるコスト負担増や深刻な人手不
足が企業経営の足かせとなる中、欧米等の世界経済の鈍化による外需の停滞も懸念され、中小企業の先行きは、厳しい見方
となっている。
　尚、九州の業況について製造業では、価格転嫁が一部進んだ食料品関係を中心に売上・採算が改善した。一方、販売単価
は増加しているが、売上数量は伸び悩んでおり、消費マインドの低下に伴う需要の先細りを懸念する声が聞かれた。

〇調査期間：2022 年 12 月 13 日～ 19 日
〇調査対象：配布先：全国 329 商工会議所の会員 2,525 企業
　　　　　　内訳　建設業：413　製造業：620　卸売業：298　小売業：513　サービス業：681
〇ＤＩ値とは： 業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準としてプラスの値で景気の上向き傾向を表

す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

ポイント

令和４年 12 ⽉ 23 ⽇（⾦）に、㈱ 華ひらく代表取締
役の内⽊美樹⽒を講師に招き、外国⼈顧客受け⼊れ対
策セミナー「訪⽇外国⼈の⼼を動かす『歓迎⼒』のポ
イント」を開催しました。講師からは今後外国⼈顧客
が再び増えてくるであろうこと、外国⼈顧客と接する
ときに意識すべきことや重要なこと等が説明されま
した。また、受講者を交えて簡単なジェスチャーゲー
ムや連想ゲーム等が⾏われました。受講者からは「と
ても楽しくて、⾝になるセミナーであった」「また内
⽊⽒を招いてほしい」との声が聞かれ、とても有意義なセミナーとなりました。

▲  講師の話に⽿を傾ける受講者
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「かのやプレミアム商品券」換金最終受付締切日のお知らせ
取扱店の皆様へ大切なお知らせです！

 「かのやプレミアム商品券」の換⾦につきましては、令和５年１⽉２４⽇（⽕）が最終の受付締切⽇となります。
同⽇１６時以降の換⾦受付は⼀切できませんので、使⽤済の商品券がお⼿元にある場合は、当所もしくは、

 かのや市商⼯会（串良本所・輝北⽀所・吾平⽀所）において最終受付締切⽇までに必ず⼿続きを済ませるよう
 お願い申し上げます。
◎換⾦最終受付締切⽇：令和５年１⽉２４⽇（⽕）

※受付時間は、平⽇９時〜 16 時となりますので、時間内にお越しください。
※令和５年１⽉ 18 ⽇（⽔）〜 令和５年１⽉ 24 ⽇（⽕）に受け付けました

  換⾦分につきましては、令和５年２⽉１⽇（⽔）の振込予定となっております。
※商品券の使用期間につきましては、すでに終了しております。

【商品券の換⾦に関するお問い合わせ先】
 ⿅屋商⼯会議所 中⼩企業振興部 振興課（TEL ０９９４−４２−３１３５）まで
 かのや市商⼯会・串良本所（TEL ０９９４−６３−３０３２）まで
    〃   ・輝北⽀所（TEL ０９９−４８６−１１７１）まで
    〃   ・吾平⽀所（TEL ０９９４−５８−６０２０）まで

 容器包装リサイクル法（以下「法」という。主務省庁：環境省・経済産業省・財務省（国税庁）・厚
⽣労働省・農林⽔産省 ）により、
●⾷品、清涼飲料、酒類、⽯けん、塗料、医薬品、化粧品等の製造事業者
●⼩売・卸売業者  ●びん、PET ボトル、紙箱、袋などの製造事業者  
●輸⼊事業者（容器や包装が付いた商品の輸⼊等）  ●テイクアウトができる飲⾷店・通販業者など
 上記、「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」をつくっている事業者は、再商品化（リサイクル）
の義務を負う可能性があります（但し、⼩規模事業者は除きます）。
※ 【再商品化（リサイクル）の義務】を負う特定事業者に該当するか否かは、公益財団法⼈⽇本容器

包装リサイクル協会コールセンターにご相談ください。

なお、「特定事業者」でありながら、再商品化義務を履⾏していない場合は、平成 12 年４⽉の「法」
の完全施⾏時まで遡及して義務を履⾏していただく（再商品化委託申込を⾏っていただく）必要があり
ますのでご注意ください。
●お問い合わせ先
 ⿅屋商⼯会議所 中⼩企業振興部 TEL：0994-42-3135
●法律の概要、特定事業者の判断、遡及申込等に関する相談は、
 公益財団法⼈⽇本容器包装リサイクル協会 コールセンター TEL：03-5251-4870
●委託申込関係書類の請求は、
 公益財団法⼈⽇本容器包装リサイクル協会 オペレーションセンター
 TEL：03-5610-6261  FAX：03-5610-6245
●協会ホームページ URL：https://www.jcpra.or.jp
 “リサイクル協会” で検索いただくと、再商品化委託申込に関する情報を掲載しています。

お申込はお済みですか？（容器包装のリサイクル）

令和５年度の再商品化委託申込受付中
申込期間
令和４年12月７日（水）から
令和５年２月10日（金）まで
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人身事故で加害者となった場合に、見舞金費用や香典料など多額の自己負担が必要になる場合があります。
　まごころ共済は、任意保険でカバーできないこれらの出費を契約者にお支払致します。

①事故の際に共済金はご自分（ご契約者）がお受取人になります。
②物損事故でもお支払い。
（自分に過失が少しでもあり、相手の損害が 20,000 円以上の時、任意保険とは関係なく 30,000 円をお支払いします）
③登録したお車なら年齢条件関係なく家族（事業所契約の場合は従業員）は対象となります。
（それ以外の方でもお名前の登録をしていただくと 2名までは対象になります）

過去３年以内の事故なら今からでも請求可能です！
□安い掛⾦…普通⾞ 1,000 円 軽⾃動⾞ 550 円（⽉々）

    （年⼀括払いにすれば２ヶ⽉分お安くなります。）
※お引き受けできないナンバープレートもあります。（営業用自動車：緑ナンバー・黒ナンバー）
【お問い合わせ先】総務課　県火災共済係まで　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015
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ベンリー技研株式会社
【 所 在 地 】 〒893-0014
 　　鹿児島県鹿屋市寿4丁目15-21
【 Ｔ Ｅ Ｌ 】 0994（45）4866

ケース⼊りは 1,100 円 / 個、袋⼊りは 990 円 / 個（いずれも税込み）で販売中！
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